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◆平成29年度各種事業発注状況
◆各種研修状況
◆水とくらしの歴史発見
◆環境美化活動／災害訓練／収穫感謝祭／米澤米まつり
◆シリーズ「農家の声」／表彰
◆シリーズ「維持管理組合紹介」／社会科見学
◆大沼みずほ参議院議員現地視察／
　10月1日付事務局機構
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し
、
良
好
な
管
理
、
整
備
強
化
を

図
っ
た
。
更
に
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
創
設
さ
れ
た
国
営
造
成
施
設

管
理
体
制
整
備
促
進
事
業
（
管
理

体
制
整
備
型
）
に
よ
り
管
理
水
準

が
向
上
し
て
い
る
。

　

地
域
用
水
に
つ
い
て
は
、
生
活

様
式
及
び
環
境
の
変
化
に
よ
り
需

要
が
増
大
し
て
い
る
な
か
で
多
面

的
機
能
を
発
揮
し
て
お
り
、
今
後

も
、
行
政
及
び
地
元
と
連
携
し
な

が
ら
、
維
持
用
水
の
範
囲
内
で
副

次
的
調
整
を
図
っ
て
ゆ
く
。   

二
　
工
事
施
行
の
状
況

⒧
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正

化
事
業
（
三
施
設
）

・
矢
野
目
排
水
路
（
三
）

　

（
排
水
路
の
整
備
補
修
）

・
窪
田
排
水
路

　

（
排
水
路
の
整
備
補
修
）

・
中
島
支
線
用
水
路

　

（
用
水
路
の
整
備
補
修
）

⑵
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

　

管
理
費　

五
七
、
六
三
〇
千
円

⑶
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備

促
進
事
業（
管
理
体
制
整
備
型
）

・
計
画
策
定
事
業

　

管
理
体
制
整
備
計
画
の
策
定

・
推
進
活
動
事
業

　

管
理
体
制
整
備
推
進
活
動

・
強
化
支
援
事
業

　

管
理
費
に
対
し
支
援
を
し
、
管

理
体
制
を
整
備

第
一
　
地
区
及
び

組
合
員
の
状
況

　

地　

積　

八
、
九
一
二
・
二
ha

　

組
合
員　
　
　

六
、
〇
六
六
人

第
二
　
事
業
の
状
況

一
　
施
設
維
持
管
理
の
状
況

　

本
区
の
主
要
業
務
で
あ
る
施
設

の
維
持
管
理
は
、
維
持
管
理
計
画

書
に
基
づ
き
関
係
法
規
、
定
款
、

諸
規
定
を
遵
守
し
、
機
能
の
保
持

と
安
全
管
理
に
努
め
た
。
な
お
、

基
幹
水
利
施
設
は
、
直
接
管
理
と

し
て
施
設
の
保
守
点
検
・
整
備
補

修
を
実
施
し
、
ま
た
、
支
線
水
利

施
設
等
は
、
維
持
管
理
組
合
へ
管

理
を
委
託
し
て
お
り
、
良
好
に
管

理
が
な
さ
れ
た
。

　

水
窪
ダ
ム
地
点
の
気
象
及
び
水

利
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年

十
二
月
下
旬
に
根
雪
と
な
り
、
降

雪
量
は
平
年
よ
り
少
な
く
最
高
積

雪
深
も
六
十
六
㎝
と
例
年
を
下

回
っ
た
。
三
月
上
旬
に
は
消
雪
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ダ
ム
の
貯
水

量
が
心
配
さ
れ
た
が
、
ダ
ム
の
間

接
流
域
施
設
で
あ
る
大
小
屋
頭
首

工
及
び
羽
黒
川
頭
首
工
よ
り
計
画

的
に
導
水
し
五
月
六
日
に
満
水
と

し
た
。
ま
た
、
同
日
よ
り
農
業
用

水
の
配
水
を
開
始
し
て
い
る
。
用

水
開
始
後
の
五
月
、
六
月
は
降
雨

量
が
平
年
よ
り
少
な
く
、
ダ
ム
へ

の
流
入
量
も
少
な
い
こ
と
か
ら
六

月
二
十
八
日
か
ら
七
月
十
四
日
に

か
け
三
日
停
止
四
日
通
水
の
節
水

対
策
に
よ
り
、
か
ん
が
い
期
終
了

ま
で
の
必
要
貯
水
量
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
八
月
は
台
風
等

の
影
響
で
大
雨
と
な
り
、
維
持
管

理
組
合
と
連
携
を
図
り
被
害
防
止

に
努
め
、
八
月
の
出
穂
期
調
整
に

つ
い
て
も
、
維
持
管
理
組
合
と
連

絡
を
取
り
な
が
ら
計
画
的
に
放
流

し
九
月
十
日
に
農
業
用
水
（
か
ん

が
い
期
）
の
放
流
を
終
了
し
た
。

　

国
営
二
期
事
業
に
よ
り
造
成
さ

れ
た
水
窪
ダ
ム
発
電
所
及
び
竹
森

発
電
所
に
つ
い
て
は
、
四
月
よ
り

運
用
を
開
始
し
、
順
調
な
発
電
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

県
営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
の

対
象
施
設
で
あ
る
水
窪
ダ
ム
、
鬼

面
川
頭
首
工
、
淞
郷
堰
揚
水
機
場

の
三
施
設
の
管
理
の
一
部
（
操
作

点
検
業
務
）
に
加
え
、
本
年
度
よ

り
国
営
二
期
事
業
で
造
成
さ
れ
た

中
央
管
理
所
を
山
形
県
か
ら
受
託

議長　小関敏弘総代

　９月７日米沢市金池のグランドホクヨウにおいて開催されました。
　平成28年度の事業報告や平成29年度補正予算等が上程され、慎重
審議の結果、全議案原案どおり可決されました。

平成29年度　第１回臨時総代会開催

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
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⑷
区
単
独
災
害
復
旧
事
業

・
虚
空
蔵
山
揚
水
機
場
漏
水
補
修

工
事

・
松
川
取
水
口
他
災
害
復
旧
工
事

・
誕
生
川
（
杭
堰
頭
首
工
）
仮
締

切
及
び
撤
去
工
事

・
木
和
田
用
水
路
漏
水
補
修
工
事

⑸
県
営
事
業

・
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

業
（
水
利
施
設
整
備
事
業　

基

幹
水
利
施
設
整
備
型
）

　

黒
井
堰
地
区　
　

三
二
・
六
％

・
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

業
（
農
地
整
備
事
業　

経
営
体

育
成
型
）

　

高
山
地
区　
　
　

八
二
・
五
％

　

塩
井
地
区　
　
　

六
二
・
九
％

・
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

業
（
水
利
施
設
整
備
事
業　

水

利
区
域
内
農
地
集
積
促
進
型
）

　

米
沢
地
区　
　
　
　

一
〇
〇
％

　

屋
代
郷
地
区　
　
　

一
〇
〇
％

　

山
上
地
区　
　
　

四
二
・
五
％

　

桐
原
地
区　
　
　
　

一
〇
〇
％

　

関
根
地
区　
　
　
　

一
〇
〇
％

・
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

業
（
水
利
施
設
整
備
事
業　

基

幹
水
利
施
設
保
全
型
）

　

屋
代
郷
・
淞
郷
堰
一
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
・
八
％

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
た　

め
池
整
備
事
業
）

　

蛭
沢
地
区　
　
　

二
五
・
九
％

　

四
ツ
釜
地
区　
　

二
二
・
一
％

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
農
業

用
河
川
工
作
物
等
応
急
対
策
事
業
）

　

米
沢
平
野
地
区　

六
七
・
六
％

・
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
緊
急
支
援
型
）

　

南
陽
地
区　
　
　
　

一
〇
〇
％

⑹
団
体
営
事
業

・
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

　

米
沢
平
野
四
地
区　

一
〇
〇
％

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
調

査
計
画
事
業
）

　

間
坂
地
区　
　
　
　

一
〇
〇
％

　

大
谷
地
地
区　
　
　

一
〇
〇
％

・
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

業
（
農
地
整
備
事
業　

経
営
体

育
成
型
）（
計
画
設
計
）

　

亀
岡
西
地
区　
　

一
四
・
九
％

・
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

業
（
水
利
施
設
整
備
事
業　

基

幹
水
利
施
設
保
全
型
）（
計
画

設
計
事
業
）

　

屋
代
郷
一
地
区　
　

一
〇
〇
％

三
　
担
い
手
育
成
支
援
事
業
の
状
況

　

本
事
業
は
、
平
成
七
年
度
か
ら

九
地
区
が
認
定
を
受
け
実
施
、
平

成
十
七
年
度
を
も
っ
て
八
地
区
が

助
成
期
間
満
了
と
な
り
、
糠
野
目

地
区
は
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の

継
続
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
地
区
は
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
「
経
営
安
定
対
策
基
盤

整
備
緊
急
支
援
事
業
」
に
よ
り
助

成
を
受
け
て
い
る
。

四
　
複
式
簿
記
会
計
移
行
の
状
況

　

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
の
複
式

簿
記
会
計
本
格
稼
動
に
向
け
、
複

式
簿
記
会
計
シ
ス
テ
ム
の
試
験
運

用
を
開
始
。
複
式
簿
記
に
係
る
研

修
や
打
合
せ
を
し
、
山
形
県
土
地

改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
会
計
移
行
の
準
備
を

進
め
た
。
ま
た
、
複
式
簿
記
導
入

の
先
進
地
に
赴
き
実
践
的
な
処
理

等
の
研
修
も
実
施
し
た
。

五
　
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創

造
運
動
の
実
施

　

農
業
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
が

著
し
く
変
貌
す
る
中
で
、
土
地
改

良
区
が
果
た
す
べ
き
役
割
、
機
能

を
改
め
て
見
直
し
、
農
業
用
施
設

の
重
要
性
や
環
境
保
全
等
、
水
土

里
ネ
ッ
ト
の
趣
旨
普
及
を
図
る
た

め
、
創
造
運
動
に
取
り
組
み
、
地

域
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

⑴
広
報
「
米
沢
平
野
」
の
発
行

・
平
成
二
十
八
年
四
月
、
十
一
月

⑵
米
沢
平
野
管
内
農
業
用
水
施
設　

め
ぐ
り
「
水
と
く
ら
し
の
歴
史

発
見
」
の
開
催

　

平
成
二
十
八
年
八
月
九
日
㈫　

米
沢
市
学
童
保
育
所
「
し
ゃ
ぼ

ん
玉
ク
ラ
ブ
」（
三
～
六
年
生
）

　

三
十
七
名

⑶
水
窪
ダ
ム
環
境
美
化
活
動
の
実
施

　

平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
㈮　

参
加
者
八
十
二
名（
十
七
団
体
）

⑷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の

発
信

・
各
種
行
事
の
お
し
ら
せ
、
報
告

・
広
報
、
事
業
等
の
掲
載

・
水
窪
ダ
ム
用
水
状
況
の
報
告

・
公
示
設
計
書
の
掲
載

⑸
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施

・
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日
㈯　

米
沢
市
農
業
祭
「
米
澤
米
ま
つ

り
」
に
参
加

六
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　

五
十
七
活
動
組
織
に
つ
い
て
協

定
参
加
又
は
協
定
締
結
を
行
い
、

環
境
保
全
及
び
農
業
用
施
設
の
整

備
に
努
め
る
活
動
の
実
施
に
関
し
、

助
言
又
は
技
術
的
な
指
導
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
施
設
の
長
寿
命
化

の
た
め
の
活
動
に
よ
り
造
成
さ
れ

た
土
地
改
良
財
産
に
関
し
、
施
工

計
画
並
び
に
実
績
報
告
を
以
て
譲

与
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

七
　
農
地
転
用
の
状
況

　

件
数　
　
　
　
　
　

一
四
七
件

　

面
積　
　

一
六
二
、
五
二
四
㎡

八
　
土
地
改
良
施
設
他
目
的
使
用

等
の
申
請
件
数

　

新
規　
　
　
　
　
　

一
五
〇
件

　

更
新　
　
　
　
　
　
　

二
六
件

　

合
計　
　
　
　
　
　

一
七
六
件

第
三
　
事
務
の
経
過

○
会
議

　

総
代
会　

臨
時　
　
　
　

一
回

　
　
　
　
　

通
常　
　
　
　

一
回

　

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

六
回

　

監
事
会　
　
　
　
　
　
　

九
回

　
　
　
　
　
　
（
定
期
監
査
二
回
）

○
各
委
員
会

　

未
収
対
策
委
員
会　
　
　

二
回

　

総
務
委
員
会　
　
　
　
　

四
回

　

水
利
整
備
委
員
会　
　
　

四
回

　

維
持
管
理
委
員
会　
　
　

二
回

○
役
員
の
選
挙

　

三
被
選
挙
区　

理
事
十
五
名
・

監
事
三
名

　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
日
、
選

挙
通
知
、
選
挙
公
告
。
八
～
十
日
、

立
候
補
等
届
出
。
十
三
～
十
五
日
、

立
候
補
者
公
告
。
十
五
日
、
役
員

選
挙
会
、
当
選
通
知
、
当
選
証
書

付
与
。
二
十
二
～
三
十
日
、
当
選

人
確
定
公
告
。
三
十
一
日
、
就
任
。

○
総
代
の
選
挙

　

十
選
挙
区　

定
数
六
十
五
名

　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
四
日
、

選
挙
期
日
告
示
。
十
四
～
十
五
日
、

立
候
補
等
届
出
。
二
十
二
日
、
総

代
選
挙
会
、
当
選
証
書
付
与
。
三

月
二
日
、
就
任
。

第
二
十
六
条
第
七
項（
補
助
機
関
）

財
務
課
設
置
に
よ
る
改
正

第
五
十
五
条
第
三
項
（
基
本
財
産

の
種
類
）
及
び
第
六
十
条
（
基
本

財
産
の
記
載
）

会
計
細
則
改
正
に
よ
る
改
正

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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一般会計
　〈収入の部〉	 （単位：円）

科　　目 収入額 割　　合 付　　記
1 組 合 費 461,369,470 63.67%

0.01%
1.06%
3.92%
0.00%
0.65%
0.05%
4.43%
0.80%
15.53%
0.00%
0.82%
9.06%

63.67%
0.01%
1.06%
3.92%
0.00%
0.65%
0.05%
4.43%
0.80%
15.53%
0.00%
0.82%
9.06%

平成28年度賦課金
2 財 産 収 入 26,700 出資配当金
3 他 目 的 使 用 料 7,670,299 他目的使用料、電柱敷地料
4 補 助 金 28,400,000 農村地域防災減災事業補助金他
5 寄 付 金 0 
6 助 成 金 4,732,000 町他助成（用水管理費）
7 受 託 費 357,000 推進協力会事務受託費
8 維持管理適正化事業交付金 32,130,000 土地連交付金
9 雑 収 入 5,829,585 過年度賦課金、諸手数料他

10 繰 入 金 112,572,755 各事業会計繰入他
11 借 入 金 0 
12 負 担 金 5,932,846 水路管理負担金他
13 繰 越 金 65,658,794 平成27年度繰越

収入合計　　724,679,449 円
　〈支出の部〉	 （単位：円）

科　　目 支出額 割　　合 付　　記
1 事 務 費 167,629,492 25.42%

0.17%
2.10%
39.49%
6.78%
0.39%
7.16%
0.43%
11.04%
3.75%
0.68%
1.71%
0.71%
0.17%
0.00%

25.42%
0.17%
2.10%
39.49%
6.78%
0.39%
7.16%
0.43%
11.04%
3.75%
0.68%
1.71%
0.71%
0.17%
0.00%

総代会費、役員会費、事務費
2 選 挙 費 1,101,932 総代選挙執行経費他
3 事 務 所 費 13,788,588 事務所管理費、車輌維持費
4 維 持 管 理 費 260,374,693 施設等維持管理費
5 維 持 管 理 適 正 化 事 業 44,732,880 基幹・支線施設適正化事業費
6 災 害 復 旧 費 2,593,080 杭堰頭首工仮締切及び撤去工事代他
7 事 業 費 47,200,445 農村地域防災減災事業他
8 企 画 調 査 費 2,862,969 広報費他
9 財 産 費 72,817,830 退任慰労金積立他

10 繰 出 金 24,751,940 地区維持管理組合操出金他
11 負 担 金 4,490,843 各種団体負担金
12 区 債 及 び 借 入 金 11,184,344 日本政策金融公庫他（事業償還金）
13 諸 費 4,659,850 納付推進委員手当他
14 事 業 推 進 費 1,140,481 要請活動経費他
15 予 備 費 0

支出合計　　659,329,367 円　　　　　　差引合計　65,350,082 円（次年度へ繰越）

特別会計 （単位：円）
会　　　計　　　名 収入合計 支出合計 差引残額

1 総 代 ・ 役 員 退 任 慰 労 金 積 立 7,731,144 3,238,000 4,493,144
2 職 員 退 職 給 与 基 金 積 立 161,072,516 0 161,072,516
3 財 政 調 整 基 金 積 立 125,843,515 0 125,843,515
4 基 幹 施 設 等 整 備 補 修 基 金 積 立 277,450,562 29,202,125 248,248,437
5 基 幹 水 利 施 設 更 新 準 備 積 立 366,100,212 366,100,183 29
6 維 持 管 理 組 合 積 立 基 金 293,853,990 24,192,368 269,661,622
7 地 区 除 外 等 決 済 金 147,950,807 16,867,508 131,083,299
8 水 窪 ダ ム 等 共 同 施 設 維 持 管 理 費 80,164,609 72,319,453 7,845,156
9 県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 88,163,788 83,758,183 4,405,605
10 国営造成施設管理体制整備促進事業（管理体制整備型） 58,321,104 57,855,619 465,485
11 上新田地区県営経営体育成基盤整備事業（面的集積型） 2,289,799 1,148,131 1,141,668
12 高山地区県営経営体育成基盤整備事業（面的集積型） 52,168,123 49,056,103 3,112,020
13 県 営 水 利 区 域 内 農 地 集 積 促 進 整 備 事 業 20,434,254 9,119,848 11,314,406
14 県 営 水 利 施 設 整 備 事 業 32,320,966 17,849,103 14,471,863
15 塩井地区県営農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業経営体育成型） 27,365,042 23,207,015 4,158,027
16 農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 34,741,459 34,380,680 360,779
17 亀岡西地区県営農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業経営体育成型）（計画設計） 5,661,360 3,388,255 2,273,105
18 小 水 力 発 電 事 業 146,781,932 120,793,171 25,988,761
19 小 水 力 発 電 事 業 積 立 35,000,000 0 35,000,000

合　計 1,963,415,182 912,475,745 1,050,939,437

平成28年度　決算
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項目・地区 １期賦課額 収納額 収納率 未収額
経 常 賦 課 金 373,942,338 369,878,649 98.9 4,063,689
維持管理賦課金
万 世 地 区 1,439,765 1,430,387 99.3 9,378
梓 川 地 区 2,255,630 2,236,837 99.1 18,793
羽 黒 川 地 区 1,464,335 1,457,812 99.5 6,523
片子大堰地区 359,900 356,076 98.9 3,824
山 上 地 区 1,036,147 1,033,200 99.7 2,947
米沢南部地区 2,520,393 2,519,513 99.9 880
塩 井 地 区 3,426,528 3,426,528 100.0 0
窪 田 地 区 2,952,983 2,952,983 100.0 0
四ヶ村堰地区 7,421,244 7,412,522 99.8 8,722
黒 井 堰 地 区 3,258,442 3,209,667 98.5 48,775
糠 野 目 地 区 1,896,351 1,847,014 97.3 49,337
屋 代 郷 地 区 12,671,874 12,035,363 94.9 636,511
淞 郷 堰 地 区 5,933,280 5,933,280 100.0 0
両 堰 地 区 6,733,828 6,635,520 98.5 98,308
川西東部地区 8,604,982 8,581,007 99.7 23,975
１ 期 合 計 435,918,020 430,946,358 98.8 4,971,662

平成28年度　賦課金収納実績 （単位：金額：円、収納率：％）

負債 （単位：円）

摘　　　　　要 金　　額
1　長期負債 140,156,698

⑴日本政策金融公庫 135,882,814
⑵山形おきたま農業協同組合 407,466
⑶日本政策金融公庫（合併承継分） 3,866,418

２　短期負債 982,158,936
⑴積立金 851,075,637

総 代 ・ 役 員 退 任 慰 労 金 4,493,144
職 員 退 職 給 与 基 金 161,072,516
財 政 調 整 基 金 125,843,515
基 幹 施 設 等 整 備 補 修 基 金 248,248,437
基 幹 水 利 施 設 更 新 準 備 積 立 29
維 持 管 理 組 合 積 立 基 金 269,661,622
小 水 力 発 電 事 業 積 立 35,000,000
総 代 研 修 費 1,300,008
農地一時転用保証金（砂利採取） 5,456,366

⑵ 決済金 131,083,299
負債合計 1,122,315,634

資産 （単位：円）

摘　　　　　要 金　　額
１　流動資産 152,547,816
⑴現金及び預金 140,886,957

現金 一般会計 150,000
預金 140,736,957

一般会計 65,200,082
特別会計 75,536,875

水窪ダム等共同施設維持管理費 7,845,156
県営基幹水利施設管理事業 4,405,605
国営造成施設管理体制整備促進事業（管理体制整備型） 465,485
上新田地区県営経営体育成基盤整備事業（面的集積型） 1,141,668
高山地区県営経営体育成基盤整備事業（面的集積型） 3,112,020
県営水利区域内農地集積促進整備事業 11,314,406
県 営 水 利 施 設 整 備 事 業 14,471,863
塩井地区県営農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業経営体育成型） 4,158,027
農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 360,779
亀岡西地区県営農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業経営体育成型）（計画設計） 2,273,105
小 水 力 発 電 事 業 25,988,761

⑵未収金 11,660,859
２　特定資産 985,841,936
⑴積 立 金 内訳：短期負債と同じ 851,075,637
⑵出資金及び債券 3,683,000
⑶決 済 金 131,083,299
３　固定資産（土地･建物設備･機械器具･備品） 403,271,467

資産合計 1,541,661,219

財　産　目　録（平成 29 年５月 31 日調製）

項目・地区 ２期賦課額 収納額 収納率 未収額
事業特別賦課金
入 生 田 地 区 1,642,352 1,642,352 100.0 0
糠野目土地総地区 3,900,200 3,765,590 96.5 134,610
諏 訪 江 地 区 2,493,565 2,493,565 100.0 0
屋 代 郷 地 区 23,036,161 21,506,015 93.3 1,530,146
高 山 地 区 4,268,476 4,268,476 100.0 0
米沢地区水利区域内（八ヶ代） 1,273,624 1,273,624 100.0 0
米沢地区水利区域内（窪田東部） 329,246 329,246 100.0 0
屋代郷地区水利区域内（塩森） 750,602 750,602 100.0 0
屋代郷地区水利区域内（日向） 386,295 386,295 100.0 0
屋代郷地区水利区域内（前谷地） 405,274 405,274 100.0 0
塩 井 地 区 3,258,860 3,258,860 100.0 0
亀 岡 西 地 区 4,461,346 4,461,346 100.0 0
農業競争力強化事業（山上） 3,771,065 3,771,065 100.0 0
農業競争力強化事業（桐原） 1,692,283 1,692,283 100.0 0
農業競争力強化事業（関根） 812,410 812,410 100.0 0
２ 期 合 計 52,481,759 50,817,003 96.8 1,664,756
総 計 488,399,779 481,763,361 98.6 6,636,418
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平成29年度　各種事業発注状況
事業名 工事名 工事場所 工事量 工　　　期

着　工 完　成
国営造成施設管理体制整
備促進事業（管理体制整
備型）

平成29年度国営造成施設管理体制整備促進事業
（管理体制整備型）吉島一号用水路安全蓋設置工事 川西町大字洲島地内 安全蓋設置　459枚 H29.8.23 H29.11.24

平成29年度国営造成施設管理体制整備促進事
業（管理体制整備型）轟用水路安全蓋設置工事

米沢市広幡町小山田地
内 安全蓋設置　313枚 H29.8.23 H29.11.24

土地改良施設維持管理適
正化事業

平成29年度土地改良施設維持管理適正化事
業（第39期生）吉島二号用水路整備補修工事 川西町大字尾長島地内 目地補修工　469箇所

用水路ゲート更新　１基 H29.9.28 H29.12.15

平成29年度土地改良施設維持管理適正化事
業（第39期生）街道下用水路整備補修工事 高畠町大字佐沢地内 水路入替工　L=217.0m H29.9.28 H29.12.15

農業基盤整備促進事業
（国事業名：農地耕作条
件改善事業）

平成28年度（明許繰越）米沢平野５地区農地
耕作条件改善事業第１工区工事 米沢市窪田町小瀬地内 窪田用水路（幹線）

　用水路ゲート更新　１基 H29.9.28 H29.12.8

平成28年度（明許繰越）米沢平野５地区農地
耕作条件改善事業第３工区工事 米沢市窪田町窪田地内 水質障害造成水路（幹線）

　水路更新　L=18.0m H29.9.28 H29.12.8

平成28年度（明許繰越）米沢平野５地区農地
耕作条件改善事業第５工区工事 南陽市砂塚地内

淞郷堰二段西用水路（幹線）
　水路嵩上げ工　L=97.0m
　目地補修工　53箇所

H29.9.28 H29.12.8

平成28年度（明許繰越）米沢平野５地区農地
耕作条件改善事業第６工区工事 高畠町大字下和田地内 下和田第二号排水路（幹線）

　排水路ゲート更新　１基 H29.9.28 H29.12.8

平成28年度（明許繰越）米沢平野５地区農地
耕作条件改善事業第７工区工事 高畠町大字深沼地内 第三揚水機場二段（幹線）　

　揚水機更新　１基 H29.9.28 H29.12.8

基幹水利施設ストックマ
ネジメント事業（突発事
故対応）

平成29年度基幹水利施設ストックマネジメント事業
（突発事故対応）屋代郷第一揚水機緊急対策工事 南陽市赤湯地内 緊急対策工　１式 H29.6.15 H29.6.30

平成29年度基幹水利施設ストックマネジメント事業
（突発事故対応）屋代郷第一揚水機水中ポンプ修繕工事 南陽市赤湯地内 揚水機修繕工　１式 H29.6.16 H29.6.30

事業名 業務名 業務場所 業務量 工　　　期
着　工 完　成

県営基幹水利施設管理事
業

平成29年度県営基幹水利施設管理事業共同
管理施設水窪ダムゲート他設備点検業務

米沢市大字三沢地内　
他

ゲート点検　17門
除塵機点検　２基 H29.4.3 H29.7.31

平成29年度県営基幹水利施設管理事業水窪
ダム管理施設点検整備業務

米沢市大字三沢地内　
他

ダム管理設備･用水管理設備
保守点検　１式 H29.4.3 H29.7.31

平成29年度県営基幹水利施設管理事業水窪
ダム管理事務所内管理補助業務 米沢市大字三沢地内 管理補助業務　１式 H29.4.1 H30.3.31

平成29年度県営基幹水利施設管理事業水窪
ダム等除草業務

米沢市大字三沢地内　
他 草刈面積 Ａ＝22,930㎡ H29.6.19 H29.9.19

国営造成施設管理体制整
備促進事業（管理体制整
備型）

平成29年度国営造成施設管理体制整備促進事業
（管理体制整備型）施設ゲート設備等点検業務

米沢市、南陽市、高畠
町地内

ゲート点検　51門
ゴム堰点検　１基
除塵機点検　５基

H29.4.3 H29.10.16

平成29年度国営造成施設管理体制整備促進事業
（管理体制整備型）基幹施設用水路除草業務

米沢市大字舘山地内　
他 草刈面積 A=70,960㎡ H29.6.19 H29.9.19

農業基盤整備促進事業
（国事業名：農地耕作条件改善事業）

平成28年度（明許繰越）米沢平野５地区農地
耕作条件改善事業測量設計業務 米沢市、南陽市地内 測量設計業務　１式 H29.4.25 H29.12.8

基幹水利施設ストックマネ
ジメント事業（突発事故対応）

平成29年度基幹水利施設ストックマネジメント事
業（突発事故対応）屋代郷第一揚水機部品作製業務 南陽市赤湯地内 揚水機部品作製工　１式 H29.6.15 H29.6.30

農業水利施設保全合理化
事業

平成29年度農業水利施設保全合理化事業水
利用調整業務

米沢市、南陽市、高畠
町、川西町地内 水利権更新調査　１式 H29.7.4 H30.3.9

水利施設整備事業（基幹
水利施設保全型）（計画設
計事業）

平成29年度米沢１地区水利施設整備事業
（基幹水利施設保全型）実施計画策定業務

米沢市万世町金谷地内　
他 実施計画策定業務　１式 H29.7.4 H30.3.9

平成29年度両堰地区水利施設整備事業（基
幹水利施設保全型）実施計画策定業務 川西町大字時田地内 実施計画策定業務　１式 H29.7.4 H30.3.9

農地整備事業（経営体育
成型）（計画設計事業） 平成29年度亀岡西地区現況地形図作成業務 高畠町大字露藤地内　

他 地形図作成業務　１式 H29.7.4 H30.3.9

経営体育成基盤整備事業 平成29年度高山地区経営体育成基盤整備事
業換地業務 川西町大字高山地内 換地業務　１式 H29.8.23 H30.3.9

平成29年度塩井地区経営体育成基盤整備事
業換地業務

米沢市塩井町塩野地内　
他 換地業務　１式 H29.8.23 H30.3.9

Ｈ29.10.20現在

広報　米 沢 平 野 第 67 号

6

平成 29 年 11 月 30 日



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　６月８日㈭役員実務研修を行いました。
　今年度は、東北農政局西奥羽土地改良調査管理事務
所最上川支所の沼倉支所長並びに山形県置賜総合支庁
産業経済部の遠藤農村計画課長と、長谷部農村整備課
長をお迎えし、ご同行いただきました。

　９月４日㈪～５日㈫総代による視察研修が行われ、新
潟県の川西土地改良区を訪問しました。担い手への農地
集積並びに集落営農への取り組みの先進区であるため、
取組事例や経緯、課題等についてご説明をいただき、地
域農業の将来を考えるにあたり大変参考になる研修と
なりました。

　10月30日㈪～31日㈫役員と維持管理委員による合
同研修が行われ、佐貝理事長をはじめ計36名で秋田県
の東北農政局西奥羽土地改良調査管理事務所を訪問し
ました。事務所の概要や役割、農業生産の基礎となる
農業水利施設の保全管理などの調査業務についてご説
明いただきました。現地視察として、国営八郎潟干拓
事業で造成され、秋田県が管理する南部排水機場を研
修させていただき、操作室や機場内を拝見できるまた
とない機会となり、とても有意義な研修となりました。

　８月４日㈮グランドホクヨウにおいて、第９回役職員
合同研修会を行いました。
　役職員の資質向上を目的とした本研修では、職員３名
による意見発表が行われました。発表内容は日々の業務
にまつわる専門的な内容を含むものになり、改めて土地
改良区業務の多様さ、専門性など感じる研修でした。

－意見発表－
１　「土地改良法等について」
　　　………水利整備課維持管理係長　金子　良幸
２　「電気について」

…………水利整備課管理係主任　太田雄一朗
３　「土地改良事業のための公簿等調査について」

　　…………総務課賦課徴収係主任　皆川　雪絵

－視察施設－
①水窪ダム発電所

② 水利施設整備事業（水利区域内農地集積促進型）
山上地区

③
農地耕作条件改善事業
松川取水工

④
農地整備事業（経営体育成型）
塩井地区

⑤
水利施設整備事業（基幹水利施設保全型）
杭堰頭首工

⑥
新規事業管理計画協議地区（農村災害対策整備事業）
下須川排水路

⑦竹森発電所

⑧
水利施設整備事業（基幹水利施設保全型）
屋代郷１地区

⑨
水利施設整備事業（基幹水利施設保全型）
屋代郷・淞郷堰１地区

⑩
農村地域防災減災事業（ため池整備事業）
蛭沢ため池

皆川主任太田主任金子係長

研修風景

研修風景

水窪ダム発電所 杭堰頭首工

研修風景

南部排水機場

各　種　研　修　状　況
役 員 実 務 研 修

総 代 視 察 研 修

役員･維持管理委員合同研修

第９回役職員合同研修会
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　ぶどうを収穫し材料
から製品にすることを
体験していただきまし
た。
　手作りワインは今年
のクリスマス頃に出来
上がります。

集合写真をドローンで撮影

とても暑かったけど、しっかり説明をききました

工事車輌乗車体験は
子供たちに人気です

ダム管理事務所操作室

屋外の大きな施設
余水吐の“ラジアルゲート”

湖面巡視体験

いつもは立入禁止の場所です

が
ん
ば
っ
て

手
で
し
ぼ
り
ま
し
た

うわぁ～

第21回　水とくらしの歴史発見
～米沢平野管内農業用水施設めぐり～

　８月10日㈭第21回「水とくらしの歴史発見」～米沢平野管内農業用水施設めぐり～を開催しました。
　今年は、川西町にあるきらりよしじまネットワーク「わんぱくキッズスクール」の児童（３～６年生）
26名が参加してくださいました。

水窪ダム ほ場整備事業現場（塩井地区）

淞郷堰頭首工体験学習～ぶどう狩り、ワイン作り～ 赤湯観光ぶどう園「紫金園」にて
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　９月15日㈮第16回水窪ダム環境美化活動～クリーン作戦～を実施しました。
　総勢88名の参加者にご協力いただき、水窪ダム周辺のゴミ拾いを行いました。毎年のことながら多くのゴ
ミが集められましたが、今年は関根地区から水窪ダムに向かう道路の途中、春先から10月下旬まで通行止め
になっていたこともあり、昨年よりも不法投棄や不燃物のゴミが少なかったようです。
　水窪ダムの水は、農業用水の他、水道水や工業用水にも利用されています。水窪ダムの四季折々の美しい
景観と置賜地域の安全で安心な水を守るため、これからも環境美化に努めてまいります。

　10月13日㈮水窪ダム災害訓練を実施しました。
　県道関根刈安線の水窪大橋上でタンクローリー車の横
転事故が発生し、積載していた燃料（油）がダム湖面に
流れ出し取水塔に流入する恐れがあることを想定し行わ
れました。水窪ダム管理事務所に水窪ダム災害対策現地
本部を設置し、連絡調整や対応案の検討、被害情報の把
握と現地確認を行い、同時に復旧対策として取水塔にオ
イルフェンス、東西分水工にオイルフェンス及びオイル
マットを設置する訓練を行いました。

　 10月28日㈯21世紀土地改良区創造運動の一環と
して、今年も「米澤米まつり」に参加しました。
　水窪ダムパンフレットやダムカード等の配布、ア
ンケートの実施、子供を対象としたヨーヨー釣りを
行うなど水の大切さや土地改良区の役割、活動につ
いて幅広い世代の地域の方々にＰＲすることができ
ました。

　10月20日㈮水窪ダム収穫感謝祭を執り行いました。
　今年は５月から７月上旬にかけて貯水状況は平年
通りとなり、また７月中旬からは雨の日が多くなっ
たため、節水対策などを実施することなく、維持管
理することができました。
　天気の状態がよく
ないため気温や日照
時間、さらに台風の
影響をうけることも
ありましたが、無事
に実りの秋を迎える
ことができました。

災害対策現地本部 東西分水工

取水塔から油が流入しないように
オイルフェンスで囲みます

こ
れ
はほん

の
一
部

ゴ
ミ
は県道

下
に
も
…

オイルフェンス設置作業

万が一に備えて

災 害 訓 練

第16回水窪ダム環境美化活動～クリーン作戦～

収穫感謝祭

活動成果

第30回「米澤米まつり」へ参加
21世紀創造運動～PR活動～
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高
校
を
卒
業
後
、
大
学
に
進
学
し
油
絵
の
勉

強
を
さ
れ
て
い
た
夏
未
さ
ん
は
、
大
学
の
休
み

で
帰
省
す
る
度
に
祖
母
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
働
く
祖

母
を
楽
し
そ
う
だ
な
と
見
て
い
た
と
の
こ
と
。

地
元
に
戻
り
、
祖
母
と
一
緒
に
六
次
産
業
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

現
在
二
十
八
歳
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
ご

実
家
で
祖
母
と
一
緒
に
野
菜
作
り
や
自
家
製
作

物
を
利
用
し
て
加
工
し
、販
売
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
以
前
、
家
族
の
介
護
等
で
家
を
空

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、

朝
市
か
ら
始
ま
り
直
売
所
、
直
売
所
に
は
野
菜

だ
け
を
置
く
の
で
は
な
く
加
工
品
も
置
き
た
い

と
思
う
よ
う
に
な

り
、
加
工
所
を
一

つ
ず
つ
作
り
、
飲

食
店
と
菓
子
製
造
、

　

私
が
何
も
考
え
ず
農
業
に
飛
び
込
ん
で
思
っ

た
こ
と
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
経
営
計
画
を

も
っ
て
自
分
の
思
う
方
向
に
自
信
を
持
っ
て
進

む
し
か
な
い
。
逆
に
ハ
ッ
キ
リ
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

が
な
い
な
ら
難
し
い
。

　

農
業
っ
て
本
当
に
休
み
が
な
い
の
で
、
楽
し

ん
で
仕
事
を
す
る
工
夫
が
大
切
で
す
。

　

一
番
人
気
は
祖
母
の
レ

シ
ピ
の「
ゆ
べ
し
」で
す
。

　

他
に「
み
そ
ま
め
」、
こ

ち
ら
は
縁
あ
っ
て
銀
座
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
置

か
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
雑
誌
社
の
方
の
目
に
と

ま
り
、「
全
国
お
取
り
寄
せ

の
特
集
」の
取
材
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
特
集
中
で
試
食
し
採
点
を
し
た
と

こ
ろ
二
番
目
の
人
気
商
品
で
し
た
。
他
に
も
自

家
製
手
作
り
味
噌
を
使
っ
た
商
品
や「
お
漬
け

も
の
」も
あ
り
ま
す
。

漬
け
物
と
お
総
菜
の
加
工
所
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
孫（
夏
未
さ
ん
）が
地
元
に
帰
っ
て
き

た
後
、
平
成
二
十
六
年
に
山
形
県
か
ら
六
次
産

業
の
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
味
噌
の
製
造
所
を

造
り
、
味
噌
製
造
を
始
め
ま
し
た
。

　

衛
生
面
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
消
費
者
は
四
、

五
年
前
か
ら
薄
味
傾
向
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
時
に「
美
味
し
か
っ

た
よ
」と
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
地

域
の
人
達
や
お
店
に
来
て
く
れ
た
人
か
ら「
こ

れ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
食
べ
る
の
？
」と

聞
か
れ
た
り
、
逆
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
な

ど
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
で
き
る
の
が
嬉
し
い

で
す
。

　

子
供
も
生
ま
れ
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
だ
と

畑
に
あ
ま
り
手
を
か
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、

自
分
な
り
に
や
り
や
す
い
よ
う
に
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
祖
母
が
し
て
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り

と
な
ぞ
っ
て
し
て
い
き
た
い
。

　

十
一
月
七
日
㈫
第
三
十
六
回
山
形
県

土
地
改
良
大
会
が
山
形
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
、
土
地
改
良
事
業
功
労

者
と
し
て
、
安
部
仁
一
事
務
局
長
が
表

彰
さ
れ
、
山
形
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

味
付
け
は
し
ょ
っ
ぱ
く
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。

安部仁一 事務局長

味噌醸造中
特別に撮影OK

自家製味噌

柿剥き作業

祖母の富久子さん

収穫したのは見た目
ごつい中国原産の柿

農 家
の

声
菊
地
夏
未
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

六
次
産
業
に
取
り
組
ん
だ
最
初
の
き
っ
か
け
を

祖
母
の
富
久
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た

こ
れ
か
ら
農
業
を
し
た
い
方
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

商
品
は
な
に
が
あ
る
の
？

製
造
す
る
の
に
特
に
注
意
し
て
い
る
こ
と
は
？

仕
事
を
し
て
い
て
嬉
し
い
こ
と
は
？

今
後
に
つ
い
て

№14

　
シ
リ
ー
ズ「
農
家
の
声
」第
十
四
回
目
は
、
高
畠
町
大
字
福
沢
に
あ
る「
菅
原

加
工
所
」の
菊
地
夏
未
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
菅
原
加
工
所
で
は
自
分
の
畑
で

穫
れ
た
作
物
を
自
家
製
の
味
噌
、
漬
け
物
、
菓
子
、
お
総
菜
等
に
加
工
し
て
い

ま
す
。

　
菊
地
さ
ん
は
祖
母
の
富
久
子
さ
ん
と
一
緒
に
畑
作
付
面
積
七
十
ア
ー
ル
で

き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
、
果
樹
、
い
ん
げ
ん
、
葉
物
野
菜
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
大
豆
を
三
十
ア
ー
ル
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

表
　
彰

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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シ
リ
ー
ズ「
維
持
管
理
組
合
紹
介
」十
回
目
は
、
黒

井
堰
維
持
管
理
組
合
を
紹
介
し
ま
す
。
土
地
改
良
区

で
は
、
十
六
の
維
持
管
理
組
合
が
、
支
線
部
分
ま
で

の
適
正
な
水
管
理
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

組合員　 317名
面　積　 526ha
役員数　 30名

　

当
組
合
は
、
最
上
川
上

流
の
松
川
の
米
沢
市
窪
田

千
眼
寺
裏
に
あ
る
黒
井
堰

（
幅
二
間
（
三
十
六
ｍ
）、

深
さ
七
尺（
二
・
一
ｍ
～
）

の
大
き
な
堰
）
か
ら
水
を

取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
水
は

高
畠
町
糠
野

目
を
と
お
り

上
平
柳
地
区

へ
、
そ
し
て

松
川
の
上
を

掛
樋
で
渡
り
福
沢
地
区
、
山
崎
地
区
、
石

岡
地
区
ま
で
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

上
杉
鷹
山
の
治
世
の
下
寛
政
年
間
、
糠
野

目
以
北
の
地
域
は
肥
え
た
土
地
を
持
ち
な

が
ら
も
水
に
恵
ま
れ
ず
長
年
干
ば
つ
に
悩

ま
さ
れ
て
い
た
た
め
、
黒
井
半
四
郎
忠
寄

が
米
の
増
収
を
図
る
目
的
で
水
利
事
業
を

広
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
は
、
黒
井
半
四
郎
忠
寄
翁
の
功

績
を
称
え
た
石
碑
が
あ
る
福
沢
喜
多
院
に

お
い
て
、
毎
年
十
二
月
第
一
日
曜
日
に
御

年
越
講
御
祈
祷
祈
願
祭
を
行
い
、
福
沢
青

年
会
の
方
に
委
託
し
て
地
域
の
方
や
子
供

育
成
会
に
お
餅
を
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
取
り

組
み
は
、
本
町
地
区
・
石
岡
地
区
活
動
組

織
に
加
え
、
平
成
二
十
七
年
よ
り
黒
井
堰

広
域
活
動
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
役

員
を
中
心
に
四
地
区
に
分
か
れ
、
農
地
・

水
路
・
農
道
な
ど
の
保
全
管
理
に
つ
い
て

話
し
合
い
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

農
地
法
面
の

草
刈
り
・
水

路
の
泥
上

げ
・
農
道
の

砂
利
補
充
・

コ
ン
ク
リ
ー

ト
水
路
工
事

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新

役
員
の
た
め

に
二
年
に
一

度
管
内
研
修

を
行
っ
て
い

ま
す
。
主
な

研
修
地
は
黒

井
堰
頭
首

工
・
中
央
管

理
所
・
水
窪

ダ
ム
発
電

所
・
高
山
揚

水
機
場
（
高

山
地
区
ほ
場

整
備
事
業
の

現
地
等
も
）

等
で
す
。
参

加
者
も
多
く
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
代
は
農
業
者
の
高
齢
化
・

若
者
の
農
業
離
れ
・
米
の
消
費
量
の
減
少

な
ど
問
題
が
山
積
み
で
す
が
、
将
来
若
い

世
代
に
明
る
い
展
望
が
開
け
る
よ
う
地
域

振
興
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
前
進
で
頑

張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
組
合
長　

五
十
嵐
克
己　

記
）

　今年も多くの小学生が水窪
ダムを訪れました。ありがと
うございました。
　水窪ダムでは、パネルやパ
ンフレットを使いダムの概要
や役割などわかりやすく説明
をしています。また、普段入
ることのできない操作室の見
学もできます。
　水窪ダムなどの施設見学を希望する場合は、米沢平野土地改良区
中央管理所までご連絡ください。

見学に来てくださった小学校です
見学日 学校名

５月26日 川西町立大塚小学校４年生
６月６日 高畠町立亀岡小学校４年生
６月８日 南陽市立中川小学校４年生
６月９日 米沢市立南原小学校４年生
６月９日 南陽市立漆山小学校４年生
10月20日 米沢市立南部小学校３年生

管内での研修風景

多面的活動組織による草刈り作業

黒井半四郎忠寄

黒井堰頭首工

黒井堰揚水機場

上
平
柳
用
水
路

黒
井
用
水
路

黒
井
堰
幹
線
用
水
路

蛇口用水路

山崎用水路

津久茂第一揚水機場

津久茂第二揚水機場

大橋堰揚水機場

維持管理組合紹介 №10
黒
井
堰
維
持
管
理
組
合

小学校社会科見学
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　平成29年９月２日㈯、参議院議員の大沼みずほ先生
が米沢平野土地改良区の現地視察にお見えになられま
した。
　大沼先生には、中央管理所並びに水窪ダム発電所を
視察していただきました。佐貝理事長はじめ担当職員
より、当改良区の概要はもとより、役割や仕組み、操
作等について説明をさせていただきました。大沼先生
はいろいろ興味を持たれ質問をされる等大変熱心に視
察をされていかれました。
　大変お忙しい中、ありがとうございました。

平成29年10月31日付　安　部　大　地　さん（前水利整備課事業係技師）
今後のご活躍をお祈りいたします

１　事務局体制
新　体　制（H29.10.1～） 旧　体　制
〈 ３ 課 ８ 係 〉 〈 ２ 課 ８ 係 〉
⑴　総　務　課 ⑴　総　務　課
　①　庶　務　係 　①　庶　務　係
　②　企　画　係 　②　企　画　係
⑵　財　務　課 　③　会　計　係
　①　会　計　係 　④　賦課徴収係
　②　賦課徴収係
⑶　水利整備課 ⑵　水利整備課
　①　管　理　係 　①　管　理　係
　②　業　務　係 　②　業　務　係
　③　維持管理係 　③　維持管理係
　④　事　業　係 　④　事　業　係

２　人事異動
氏　　名 新　職　名（H29.10.1～） 旧　職　名

小　林　　　実 財務課　課　　長 総務課　財 務 主 幹
小　形　佳　子 財務課　課長補佐 総務課　財務担当補佐

　なお、これまで総務課に所属していた会計係及び賦課徴収係の職員は、役職名はそのままで財務課所属になり
ました。

事務所会議室にて

水窪ダム発電所にて

中央管理所操作室にて

江口益美
会計担当理事

長谷部福太郎
副理事長

佐貝全健
理事長

我妻武宣
庶務担当理事

大沼みずほ
参議院議員

参議院議員
 大沼みずほ先生 現地視察

お知らせ
財務課設置に伴う人事異動について
　平成29年10月１日付けで、新たに財務課を設置することとなり、下記のとおり異動がありましたのでお知らせ
します。

退 職 者
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決済金とは？
※農地転用や公共事業による買収で、地区除外される場合は『決済金』納付が必要となります。
『決済金』徴収の趣旨は、残存農地が将来過重負担にならないように土地改良法第42条及び地区除外処理規程に
より、事業負担金及び長期負債借入金ならびに施設の維持管理費等の負担額を一時払いをもって決済していただ
くものです。
　賦課金と同様の扱いとなり、決済金が未納の場合は引き続き組合員の皆様に賦課されますので、必ず届出くだ
さるようお願いします。

滞納賦課金は新資格者が負担
　農地の移動（売買等）において、その土地に滞納賦課金がある場合、土地改良法の規定により、新資格者に滞納賦
課金が承継され支払わなければならなくなりますのでご注意ください。

◆組合員の資格等に変更があったとき（組合員資格得喪通知書提出）
◎農地の移動（売買、賃貸借、交換等）　　　　◎農業者年金受給等による経営移譲
◎生前一括贈与または死亡による名義変更　　◎住所の変更

☆滞納処分（財産差押）の実施
　賦課金の滞納は土地改良法に基づき、地方税の滞納処分の例に依り県知事の認可を受けて理事が
処分執行することになります。
　滞納者には電話連絡・戸別訪問を行いながら納入の督励をしておりますが、それでも難しい場合
は、財産の差押に踏み切っております。
　納付のご相談は土地改良区事務所にて随時対応しておりますので、ご相談ください。

届出がなければ賦課台帳は変更なりませんのでご注意下さい!!

賦課金の納入は
お済みですか？

こんな時は必ず届出をお願いします！

　土地改良区の賦課金は、各施設の維持管理費や各事業の償還金に充当する重要な運営費で
す。賦課金を滞納されますと、土地改良区の運営に支障を来し、また、組合員間に不公平が生
じてしまいますので、まだお済みでない方は、早期に納入願います。

◆土地改良施設等を使用したいとき（他目的使用申請書提出）
◎雨水排水や合併浄化槽処理水の放流　　　　◎土地改良施設用地を出入り口等他目的に使用
◆自動口座振替（賦課金自動継続口座振替依頼書提出）

◎賦課金口座振替依頼、振替口座の変更
※届出用紙は改良区に設置しているほか、ホームページよりダウンロードできます。また、ご希望
により郵送致しますので賦課徴収係へご連絡願います。

◆農地を転用するとき（地区除外申請書、農地転用等の通知書及び意見書交付願提出）
◎公共買収による転用（道路、水路）　　　　　◎田から宅地等への転用（一部畑賦課地域も同様）
　※上記の場合、決済金の納入が必要です。

伝 言 板
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＊
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＊
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＊
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＊
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平
成
二
十
四
年
頃
、
高
齢
者
社
会

と
重
な
り
ぶ
ど
う
作
り
や
米
つ
く
り

を
辞
め
る
人
が
多
く
な
り
、
そ
の
後

土
地
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
相
談

を
う
け
、
そ
こ
か
ら
田
ん
ぼ
は
あ
る

し
、
頼
ま
れ
れ
ば
何
か
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。
私
た
ち
は

そ
ば
の
機
械
を
少
し
づ
つ
揃
え
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
ば
作
り
が
い
い

方
法
だ
と
思
っ
た
。

　

そ
の
当
時
、
任
意
団
体
で
平
成
十

三
年
か
ら
十
五
年
間
そ
ば
作
り
を
し

　

土
地
所
有
者
の
転
作
を
私
た
ち
が

代
わ
り
に
し
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
作

物
は
「
そ
ば
」
に
限
定
し
、「
そ
ば
」

を
対
象
と
し
た
補
助
金
の
半
分
は
土

地
所
有
者
に
渡
し
ま
す
。
個
人
か
ら

申
し
出
が
あ
れ
ば
土
地
を
借
り
受
け

て
い
ま
す
。
個
人
の
転
作
面
積
を
変

え
る
こ
と
な
く
、
代
わ
り
に
作
業
す

る
と
い
う
契
約
を
取
り
交
わ
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
機
械
は
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン

二
台
、
ト
ラ
ク
タ
は
四
台
を
駆
動
し
、

小
規
模
な
が
ら
や
り
く
り
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

味
を
左
右
す
る
の
は
土
質
で
す
。

水
は
け
が
悪
く
湿
っ
て
い
る
土
質
は

不
向
き
で
、
乾
燥
し
て
い
る
状
態
が

良
い
。
な
ぜ
私
た
ち
の
そ
ば
の
人
気

が
高
い
か
と
い
う
と
、
和
田
の
立
石
、

上
和
田
地
区
は
石
こ
ろ
ば
か
り
で
、

ぶ
ど
う
し
か
育
た
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
が
ゆ
え
に
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
そ
ば
を
作
る
に
適
し
て
お
り
、
美

味
し
い
そ
ば
が
作
れ
る
の
で
す
。

　

山
形
県
で
流
通
す
る
の
は
「
出
羽

か
お
り
」
と
い
う
品
種
に
な
り
ま
す
。

　

天
気
が
一
番
大
事
で
す
。
そ
ば
の

　

農
業
新
聞
を
見
て
い
る
と
、
最
近

若
者
が
農
業
に
興
味
が
あ
る
と
い
う

記
事
が
目
に
と
ま
る
。
興
味
が
あ
る

気
持
ち
だ
け
で
は
な
く
頑
張
っ
て

や
っ
て
み
る
と
い
う
経
験
し
か
な
い
。

　

十
一
月
四
日
か
ら
東
北
中
央
自
動

車
道
（
福
島
～
米
沢
間
）
も
開
通
し
、

こ
れ
か
ら
出
来
る
道
の
駅
な
ど
農
作

　

地
元
の
和
田
地
区
の
「
ゆ
う
き
の

里
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
」
で
「
そ
ば
祭

り
」
の
協
賛
を
し
て
お
り
、
そ
ば
の

提
供
を
し
て
い
る
。
地
元
の
人
ば
か

り
で
な
く
他
の
地
区
か
ら
も
来
て
く

れ
て
い
る
。
食
べ
て
も
ら
っ
て
「
う

ま
い
な
ー
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ

け
る
と
嬉
し
く
て
「
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
欲
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

　

山
形
県
内
に
は
い
く
つ
も
の
そ
ば
街
道
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ば
と
い
え
ば

信
州
が
有
名
で
す
が
、
我
が
山
形
も
そ
ば
が
美
味
し
い
こ
と
で
有
名
で
す
。

山
形
そ
ば
が
美
味
し
い
と
言
わ
れ
る
理
由
は
寒
暖
の
差
の
激
し
さ
と
澄
ん
だ

水
が
あ
る
か
ら
だ
と
か
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
南
山
形
そ
ば
街
道
に
位
置
す
る
高
畠
町
佐
沢
地
区
で
そ

ば
作
り
を
さ
れ
て
い
る
農
事
組
合
法
人
「
佐
沢
そ
ば
組
合
」
代
表
の
青
野
正

明
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

編
集
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
秋
の
台
風
に
よ
り
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

用
水
の
安
定
確
保
と
供
給
の
た
め
、

ま
た
健
全
な
運
営
に
よ
る
事
業
推
進

の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
組
合
員
の
皆

様
に
は
更
な
る
ご
指
導
と
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
号
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
、
次
号
に
向
け
て
の
情

報
等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
編
集
委
員
　
我
妻
武
宣
）

て
お
り
、
そ
の
後
、
平
成
二
十
八
年

二
月
五
日
に
農
事
組
合
法
人
「
佐
沢

そ
ば
組
合
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

（
事
業
規
模
）

転
作
委
託
面
積　
　
　

三
・
三
㏊

畑
地　
　
　
　
　
　

一
八
・
〇
㏊

そ
ば
刈
取
委
託
面
積　

九
・
〇
㏊

　
　
　
　
　

合
計　

六
〇
・
三
㏊

資
本
金　
　
　
　
　
　

三
百
万
円

従
業
員　
　
　
　
　
　
　
　

四
名

ア
ル
バ
イ
ト　
　
　
　

二
～
三
名

場
合
は
、
乾
燥
し
た
土
に
そ
ば
の
種

を
蒔
い
て
も
四
日
目
で
芽
が
で
る
く

ら
い
な
の
で
水
は
い
ら
な
い
。
天
気

次
第
で
収
穫
量
に
差
が
で
る
の
で
苦

労
し
て
い
る
。

物
を
扱
う
と
こ
ろ
が
で
き
れ
ば
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
に
も
販
路
を
見
い
だ

し
て
拡
げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

今年の収穫が楽しみですね

高畠町大字佐沢地内そば畑

前列左より　青野正幸さん、本田武仁さん、本田勇仁さん
後列左より　古山治美さん、渡部京平さん

佐沢そば組合の皆さん

佐沢そば組合
代表　青野正明さん

編
集
後
記

米沢平野管内スポット

そ
ば
作
り
を
す
る
き
っ
か
け
は
？

美
味
し
い
そ
ば
を
つ
く
る
に

は
？

そ
ば
の
出
来
具
合
に
影
響
を

与
え
る
も
の
は
？

最
後
に
農
業
を
す
る
若
者
に

伝
え
た
い
こ
と

佐
沢
そ
ば
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
？

農
事
組
合
法
人
「
佐
沢
そ
ば
組

合
」の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い

風味よし！喉ごしよし！

農事組合法人 佐沢そば組合  
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